
 

 

 

 

 

 

 

 

未来のトップアスリート発掘事業「甲斐人の一撃」 

第２期生体力測定会感染防止ガイドライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



１ 全般的な事項 

・本ガイドライン及び山梨県が定める協力要請等、施設のガイドラインを遵守する。 

・感染防止の事項や参加者が遵守すべき事項をあらかじめ整理し、チェックリスト化したものを適

切な場所（イベントの受付場所等）に掲示する。 

・各事項がきちんと遵守されているか会場内を定期的に巡回・確認する。 

・不測の事態があった場合には事務局に連絡を行う。 

 

２ スタッフの管理等 

・感染リスクが高まる「５つの場面」、「新しい生活様式」等の案内物を活用して、スタッフに対し

て新型コロナウイルス感染症予防管理対策を周知・徹底する。 

・普段から、健康観察アプリなどを活用し、毎日の健康状態を把握する。 

・発熱又は風邪等の症状が見られるスタッフについては、出勤自粛を図り、受診・相談センターや

かかりつけ医などに適切に相談するように促す。 

・三密の回避、換気の徹底、身体的距離の確保、マスク（不織布）着用を行うよう周知・徹底する。 

 

３ 当日の参加受付時の対応 

・受付窓口には、手指消毒剤を設置すること 

・発熱や咳・咽頭痛などの症状がある人は入場しないように、注意を促す。 



・受付を行うスタッフには、マスク（不織布）を着用させる。 

・参加者に対し、マスク（不織布）を着用させるよう指示を行う。 

・当日の混雑を極力避ける。 

 

４ 体力測定会他 

・体力測定を行うスタッフには、マスク（不織布）を着用させる。 

・参加者に対し、マスク（不織布）を着用させるよう指示を行い、 

必要に応じてマスクの脱着も併せて行う。 

・広さにはゆとりを持たせ、他の参加者と密になることを避ける。 

・休憩・待機スペースでは、対面で会話をしないように促す。 

・会場内で複数の参加者が触れると考えられる場所を、定期的かつこまめに消毒する。 

・測定場所から離れる場合は手洗いを徹底する。（手洗いが難しい場合は、アルコール等の手指消

毒剤の使用を徹底する） 

・参加者が密な状態にならないよう、人との十分な間隔を空けた整列を促すなどの対策を行う。 

・参加者が飲料を手にする前に、手洗い、手指消毒を行うよう声を掛ける。また、所定の場所で行

うよう促す。 

・観覧をする者に対し、大声での声援を送らないよう指示をする。 


